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腐植質火山灰土壌におけるバーク堆肥の施用効果
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1　ま　え　が　さ

バーク堆肥は，家畜糞尿に樹皮を混合，堆肥化させたも

のである。近年は育種の異なるバーク堆肥が多く出回って

おり，主にタバコ，そ菜．芝生等の緑化用として使われて
いろ。

そこで，これらバーク堆肥の中で，畜啓の異なる2種類

の資材について，品質の変動と施用した場合の作物及び土

壌への影響について検討したので報告する。

2　供試パーク堆肥に関する調査

（1）材料及び生産工程

1）供試資材　遠野：「組合堆肥」遠野市農協

岩泉：「トーアバーク」東亜木材糀

2）生産工程フローシートを図1に示した。

蓑1供試資材の含有成分（昭和55～57年）
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図1供試資材の生産工程（フローシート）

（2）供試資材の含有成分

昭和55年から57年までの供試資材の成分変動を表1に示

した。遠野及び岩泉の資材の成分変動は，やや岩泉産の方

が大きかった。参考として掲げた牛厩肥の成分と比較する
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た。更に両資材はリグニン等の未分解性物質が多く含有さ

れているが，As，町・Eg等の有害成分は認められず，幼

植物試射乙おいてほ芽，初期生育に及ぼすフェノール物
質等の影響は見られなかった。

蓑2　試験区名及び資材，肥料施用量
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3　資材の施用試験

（1）施用方法及び供試作物

1）供試土壌　厚層腐植質黒ポク土（大津統）

2）供試作物　55年小麦，56年白菜，57年短板人参

3）試験区名及び資材・肥料施用量，55，56年は資材

　　 施肥量 （成分 ）
区 名

55年　 小　 麦　　　　 56年　 ハクサイ　　　　 57年　 短横ニンジン
蒜 「 等 」 等 1是 。 等 1≡字 。 1謹 。 等 荒

無 施 用 （O t ）
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厩肥 2 t （参考 ） 牛厩肥
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表3　生　育　収　量
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8t区のみ化学肥料無施肥，57年は全区共通施肥した。
（2）結果及び考察

55年から57年の試験成績を表3に示したが，55年の小麦

は，雪腐れ病が多発し，また冷害気象もあって収量水準が

極めて低く，精子実重は鹿肥21区でも100毎台であった。
また両資材とも化学肥料無施肥．8t施用区の収量が最も

低くなった。56年の白菜は適期播猛で初期生育は順調であ
ったが，結球肥大朋の9～10月の低温によって結球率が低

下した。特に化学肥料無施肥8t施用区の結球率が最も悪
く，岩泉では90％以上が非結球となった。資材8t施用区

における小麦・白菜の低収量の要因は，幼植物試験結果か
ら資材の施用による障害とは考えられず，バーク堆肥の養

分供給効果が低いためと思われた。このことから57年の短

根人参は8t区にも共通の化学肥料の施肥を行った。短梶
人参は，生育が喉謁であり，全体的に高収量が得られた。

収量は両資材とも資材施用量の増加に従い高収量となり，
8t区が最高収量となった。この短根人参の生育収量から，

対照の鹿肥2tに相当するバーク堆肥量は5～6t位と推

定される。また根部の異常は遠野産で多目かと思われたが，
区間のばらつきが大きく一向の傾向は認められなかった。

次に小麦の栽培中におけるNq－Nの推移を図2に示し
た。小麦では8t区が無肥料のため最低レベルで推移し，

資材8t施用区の生育不良が，この結果から肯けると思わ
れる。これに対し，短棍人参では8t区に施肥したことに

より，資材によるNのとりこみもみられず，初期NO3－対の
発現は高レベルであった。一‾■
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国2　土壌中抑q－Nの推移

図3に資材3年連用による栽培跡地土壌の化学性を示し

た。pEは，資材連用による低下はみられず．また，資材に
由来するC80量が宮化傾向にあった。CECは，56年に急

上昇しているのに対し，T－Cがやや低下傾向にあり，

T－Nが上昇しているため土壌中の％比が低下していに
このことから，バーク堆肥3年連用による土壌化学性への
障害は認められなかった。
更に　′バーク堆肥施用による土壌物理牲改善効果を把握
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図3　作土（第1層）化学性の年次変
化傾向（バーク堆肥2～8ものみ）
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国4　昭和56年度跡地土壌物理性
の主成分分析

するため，主成分の分析を行い図4に示した。14因子を

「土の締り」「粗孔隙」「毛管孔隙」と大きく3指標に束

ねて，その因子得点をプロットした。この結果，両資材と
もtHから2七，4tと増捜すろに従い，土の締りが低下

し，粗孔隙が増大する傾向が認められた。しかし，8t施

用では岩泉産はその焼向が更に進んでいるが，遠野産は圃
場むらによるためかその傾向は明らかでなかった。

4　ま　　と　　め

（1）バーク堆肥は牛厩肥と比較し，成分的に高濃度のも

のではなく．また有害物質の心配のないものであった。

（2）バーク堆肥8t，化学肥料無施肥では，生育はほと
んど進まず，施肥により最大の収量が得られた。

（3）バーク堆肥3年連用による障害はみられず，土壌物
理性改善効果が認められた。




